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中学地理プリント（過去問類似）
中部地方

名前 得点
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問1 北陸地方の都道府県と県庁所在地の組み合わせについて説明した次の文のうち、石川県に該当する都市を選択してください。
なお、その都市は能登半島の付け根付近に位置し、中部地方の日本海側を代表する都市の一つです。 （2017年　秋田県公立入試　類似）

1.  金沢市 2.  富山市 3.  福井市 4.  長野市

問2 長野県などで盛んな、夏の涼しさを利用したレタス栽培の仕組みについて説明したものとして、最も適切なものはどれです
か。 （2019年　長崎県公立入試　類似）

1.  標高が高い地域の気候を利用
し、平地の出荷が少なくなる夏季
に合わせて生産・出荷している。

2.  ビニールハウスや温室を利用
し、平地よりも早い時期に収穫し
て出荷している。

3.  大消費地に近い立地を活かし、
鮮度を保ったまま短時間で市場へ
輸送している。

4.  冬でも温暖な気候を活かし、他
の地域が生産できない冬から春に
かけて出荷している。

問3 長野県では夏から秋にかけて、標高の高い地域の冷涼な気候を活かしたレタスなどの栽培が盛んです。収穫されたレタスを、
鮮度を保ったまま東京などの大都市圏へ届けるために工夫されている流通の仕組みとして、最も適切な説明はどれですか。

（2022年　神奈川県公立入試　類似）

1.  保冷車を用い、収穫したその日
のうちに都市部の市場へ届ける仕
組み

2.  収穫後すぐに乾燥加工を施し、
常温のトラックで大量に輸送する
仕組み

3.  二酸化炭素の排出を抑えるた
め、すべて鉄道コンテナを利用し
て翌々日に届ける仕組み

4.  冬まで雪の中で貯蔵し、市場の
品不足に合わせて出荷時期を遅ら
せる仕組み

問4 新潟県や富山県といった北陸地方の県における、土地利用の統計的な特徴について述べた文として、正しいものはどれです
か。耕地面積全体に占める「田」と「畑」の割合に着目して答えなさい。 （2017年　千葉県公立入試　類似）

1.  耕地面積のうち、田の占める割
合が80％を超える非常に高い水準
にある

2.  耕地面積のうち、田と畑がほぼ
50％ずつで、混合農業が盛んであ
る

3.  都市化が進んでいるため、田の
面積は耕地全体の30％以下に留ま
っている

4.  果樹園などの畑地利用が中心で
あり、田の面積は10％未満である

問5 2023年度の統計において、発電電力量が多い上位4県を岐阜県、富山県、新潟県、長野県といった中部地方の県が独占してい
る発電方式について、その特徴として適切な記述を選んでください。 （2026年　北海道公立入試　類似）

1.  二酸化炭素を排出せずに繰り返
し利用できる、再生可能エネルギ
ーの一つに位置づけられる。

2.  天候に左右されやすく、夜間や
無風の状態では発電が不可能にな
るという課題がある。

3.  ウランを燃料として利用し、一
度の発電で大量の電力を安定して
供給できるが放射性廃棄物が出
る。

4.  石炭や天然ガスなどの化石燃料
を燃焼させて蒸気を作り、タービ
ンを回して発電する。

問6 長野県などの高冷地では、夏でも涼しい気候をいかしてレタスなどの野菜を栽培し、東京などの大都市へ出荷しています。こ
のような農業の仕組みとその利点について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2022年　熊本県公立入試　類似）

1.  標高が高い地域の冷涼な気候を
いかし、平地の産地が品薄になる
夏に時期をずらして出荷する抑制
栽培が行われている。

2.  冬でも温暖な気候をいかし、他
の地域よりも収穫時期を早めて、
高い価格で販売する促成栽培が行
われている。

3.  大消費地に近い立地をいかし、
収穫したばかりの新鮮な野菜を輸
送費を抑えて市場へ届ける近郊農
業が行われている。

4.  広大な平坦地をいかし、大型の
機械を導入して生産コストを下
げ、大量の野菜を安定的に供給す
る土地利用型農業が行われてい
る。

問7 石川県金沢市の産業や文化の特色について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2016年　兵庫公立入試　類似）

1.  加賀友禅や金沢箔などの伝統的
工芸品が、城下町としての歴史的
背景の中で発展し、今もなお受け
継がれている

2.  古くから大規模な港湾整備が進
み、重化学工業の原料を輸入して
加工する臨海工業地帯として発展
を遂げている

3.  寺院の門前に発達した門前町と
しての特色を活かし、全国の寺院
で使用する仏具の機械による大量
生産に特化している

4.  積雪を避けるために地下街が発
達し、現代的な商業施設を中心と
したサービス業が産業のほぼ全て
を占めている

問8 中部地方には、日本の屋根と呼ばれる標高3000メートル級の山々が連なる地域があります。このうち、北陸新幹線の福井駅か
ら軽井沢駅へと向かう路線の近傍に位置し、「北アルプス」の別名でも知られる険しい山脈の名称として正しいものを、次の
うちから選びなさい。 （2024年　福井公立入試　類似）

1.  飛騨山脈 2.  木曽山脈 3.  赤石山脈 4.  日高山脈
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
金沢市

中部地方の日本海側に位置する北陸3県（石川、富山、福井）のうち、能登半島を持つのが石川県
です。富山県の県庁所在地は富山市、福井県の県庁所在地は福井市であり、石川県の県庁所在地で
ある金沢市と混同しないよう注意が必要です。

問2 答え 1
標高が高い地域の気候を利用し、平地の
出荷が少なくなる夏季に合わせて生産・
出荷している。

中部地方の山間部で行われるこの農業は、夏の冷涼な気候を「天然の冷蔵庫」のように利用してい
る点が特徴です。高知県や宮崎県で見られる、温暖な気候や施設を利用して出荷時期を早める「促
成栽培」とは、気候条件の利用の仕方が正反対になります。このように時期をずらして生産するこ
とを「抑制栽培」と呼ぶこともあります。

問3 答え 1
保冷車を用い、収穫したその日のうちに
都市部の市場へ届ける仕組み

レタスは非常に鮮度が落ちやすい野菜であるため、長野県の生産地では保冷車（冷蔵トラック）が
普及したことで、遠方の大都市圏へも品質を維持したまま届けることが可能になりました。特に高
冷地の涼しい気候を利用して作られる「夏秋（かしゅう）野菜」は、消費地に近い平地での生産が
困難な時期に出荷されるため、迅速な配送システムが重要な役割を果たしています。

問4 答え 1
耕地面積のうち、田の占める割合が
80％を超える非常に高い水準にある

北陸地方は日本を代表する米どころであり、特に新潟県などの統計を見ると、耕地面積の大部分を
田が占めていることがわかります。具体的には、耕地全体のうち80％以上が田となっており、これ
は冬の積雪の影響で裏作（冬の間に別の作物を育てること）が難しく、米の単作地帯として発展し
てきた歴史的・気候的な背景が影響しています。

問5 答え 1
二酸化炭素を排出せずに繰り返し利用で
きる、再生可能エネルギーの一つに位置
づけられる。

水力発電は、自然界に存在する水の循環を利用して発電するため、石油や石炭などの化石燃料を消
費しません。そのため、地球温暖化の原因となる二酸化炭素（CO2）をほとんど排出せず、永続的
に利用可能な「再生可能エネルギー」として、環境負荷の低い重要な電源となっています。

問6 答え 1
標高が高い地域の冷涼な気候をいかし、
平地の産地が品薄になる夏に時期をずら
して出荷する抑制栽培が行われている。

長野県の高原地帯で行われているレタス栽培は、標高の高さによる夏の涼しさを利用した「抑制栽
培」の代表例です。平地では気温が高すぎて野菜の生産が難しい夏から秋にかけて収穫・出荷する
ことで、他の産地との競争を避け、有利に販売することができます。これに対し、暖かい気候を利
用して時期を早めるのは「促成栽培」、都市の近くで行うのは「近郊農業」であり、それぞれ仕組
みが異なります。

問7 答え 1
加賀友禅や金沢箔などの伝統的工芸品
が、城下町としての歴史的背景の中で発
展し、今もなお受け継がれている

金沢市は加賀藩の城下町として発展した都市であり、当時の藩主が文化振興に力を入れたことか
ら、加賀友禅（染物）や金沢箔（金箔）などの優れた工芸技術が育まれました。これらは現代にお
いて「伝統的工芸品」として指定されており、歴史的な街並みとともに観光資源や地域の重要な産
業となっています。他の選択肢にある「門前町」や「近郊農業」などは北陸地方のこの文脈におい
ては誤りです。

問8 答え 1
飛騨山脈

中部地方の中央部には、北から順に飛騨山脈（北アルプス）、木曽山脈（中央アルプス）、赤石山
脈（南アルプス）の3つの山脈が並んでおり、これらを総称して日本アルプスと呼びます。北陸新
幹線のルートは、石川県や富山県といった日本海側の地域から長野県の内陸部へと抜ける際、最も
北側に位置する飛騨山脈の裾野を通る形になっています。日高山脈は北海道に位置する山脈である
ため、位置関係を正確に把握しておくことが重要です。


